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　最近、キラキラ輝いている素敵な女性たちに会う機会が多い。彼女た
ちに共通しているのは、自分の仕事にやりがいを感じ、前向きなこと。
そして、英語が堪能な人が多いのだ。
　たとえば、アジアのリーダーを育てたいと、軽井沢インターナショナ
ルスクールを作った小林りんさん。彼女は一から資金集めをし、世界中
から生徒を集め、昨年秋に全寮制の高校を開校させた。また、ハスナと
いうジュエリーのブランドを立ち上げた白木夏子さん。ジュエリーには
美しく高価なイメージがあるが、その生産現場では労働者たちが搾取さ
れ、宝石が消費者の手に届くまでには多数の中間業者が介在し、原石を
採掘した人々にはほとんどお金がいかない。白木さんは、英国留学中に
そのことを知り、世界中の鉱山と直接取引をして現地の人にお金がいく
ような仕組みを作り上げた。
　このように活躍している女性の多くは、独学で英語を勉強したり、苦
労して留学した頑張り屋さんだ。だから、英語のできる女性はパワーが
あるというのが私の感想だ。
　彼女たちのキャリアは様々だが、英語を使うことで視野や人脈が世界
に広がり、今の仕事の成功につながっていると思う。私も、米国に留学
し世界のジャーナリストと共に勉強した経験があるが、英語ができなけ
ればそんな幸運にも恵まれなかったと思う。
　今ではThe Japan Timesの編集責任者という立場だが、若い頃は私も
英語で苦労した。入社したての頃、デスクに見せた原稿は赤字をたくさ
ん入れられ、よく落ち込んだものだ。記者として新しい業界を担当する
たびに業界用語を英訳とともに単語帳に書きとめ、一つ一つ覚えるのに
四苦八苦したこともある。
　ジャパンタイムズにもパワフルな女性がたくさんいるが、多くは育児
休業を経て復帰した女性記者や編集者だ。英文記事を書いたり編集でき
る高い能力を持ち、知識も経験も豊富な彼女たちが出産を機に会社を辞
めてしまったら、と思うとぞっとする。代わりの人材は簡単には育たな
いからだ。
　女性の人生は男性よりも変化に富んでおり、就職、転職、結婚、出産
など、時には仕事を辞めなければならない場合もある。そんな時、英語
のスキルがあることは武器であると同時に、人生の次のステップを考え
る際にも力強い味方になってくれるにちがいない。

　イーオンは、小学校から大学までの教育機関を対象に、当社の英語指導ノウハウを活かしたサー
ビスの提供を行う法人部門「学校教育課」を２０１５年３月１日付で新設しました。
　文部科学省が進める「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」により、“４技能の総
合的育成 ”に向けて英語教育の現場は大きな転換点を迎えています。それにともない、英語の授
業内容の改革をはじめ、“英語で英語を教える”指導教員の育成などが急務の課題となっています。
そこで今回、40年以上にわたって“ 英語で英語を教える ”指導を行う当社のノウハウを活かし、
教育現場のニーズに即した学事支援事業を実施すべく「学校教育課」を新設いたしました。
　「学校教育課」では、大学、高校の正課授業へ教師を派遣し、それぞれの学校方針に合わ
せた授業を実施するほか、TOEICやTOEFL、IELTS、TEAP等の資格試験の対策講座も提

供します。また、教職員の英語力を向上させるための研修や“英語で英語を教える”ための指導方法を学ぶセミナーを実施します。
　イーオンは、今後も「学校教育課」をはじめとする様 な々サポート体制により、教育機関と連携して日本のグローバル人材の育成
に貢献します。
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A EON P RESS
イーオン生徒様に贈る英語学習応援情報誌 ～すべては生徒様の上達のために～ 

東京本社法人部学校教育課のスタッフ
はじめまして！ イーオン学校教育課です!!

イーオン、法人部門に「学校教育課」を新設
～学校の授業に専門講師を派遣、教員に英語指導ノウハウを提供～

Summer / Autumn  2015

中高英語教員対象「英語を英語で教えるための
指導法セミナー」を全国5か所で開催しました！
名古屋 5月23日（土） / 岡山 7月25日（土） / 福岡 7月26日（日） / 
大阪 8月2日（日） / 東京 8月8日（土）
　学校教育課主催となる本セミナーは中学・高校の英語教師を対象に、今後の英語教育を
見据えてイーオンの指導方法を紹介する参加費無料の「英語教師セミナー」を、名古屋を皮
切りに東京、大阪、岡山、福岡の５都市で開催しました。各会場に中学生・高校生に英語を
教えられている先生方に多数お集まりいただき、熱心にアクティビティにご参加いただきました。
また、大学関係者、試験団体からもご来賓として聴講いただき、取材メディアが複数社入るなど、
注目度の高いセミナーとなりました。 
　現行の学習指導要領では、中学校では授業英語の時間数を増強、高校では教師が原則
英語を使用して指導する方針が取られています。さらに 2020 年には、中学生に原則英語で
指導することや、高校生に英語でのディベートを可能にすることなど、さらに発展させた内容が検討されています。また、文
部科学省は、大学入試の英語で「聞く・話す・読む・書く」の４技能をはかる外部試験を活用するための指針をまとめ、
入試への活用を促していくなど、英語教育の現場は転換期を迎えています。 
　本セミナーはイーオンの４０年以上にわたる指導ノウハウを紹介したものです。グローバル化に対応した新たな英語教育に向
けて、イーオン講師が得意とする“英語を英語で教える”手法や４技能習得に向けた効果的な指導方法について紹介しました。
さらに、大学入試をはじめとする外部試験への教員の対応など、TOEFL iBT®テストを例に挙げ、４技能を総合的に育成
することができる言語活動を紹介しました。 

参加者の声

　クラスルームイングリッシュのバリエーションが増える、良い内容でした。今回学んだ表現は、次の授業からすぐに使わ
せていただきます。 
　「自分の英語に自信をもって話す」ということが、教員にとってどれだけ大切なのか、励まされました。生徒が帰国子
女であっても、自分の英語で堂 と々話すことは、他の生徒への励みになると思いました。 

　今まで文法をどのように定着させるかに重点を置いて、英語で文法を教えようという発想すらありませんでした。今後、
ALTとのチームティーチングなどでも使っていきたいし、指示の例文がたくさん出ていたので、自分自身でもトライしてみよ
うと思いました。 

　TOEFL iBT®の名前は知っていたけど、実態をよく知らない試験でした。今回のセミナーで、内容とその対策がよく
理解できました。他の試験にも通じることが多々あると実感できました。 
　ノートテイキング、パラグラフリーディング、スキミング・スキャニング、クリティカルシンキング、オーバーラッピング・シャドー
イングなどの4技能を伸ばすテクニックは生徒にも指導したいと思います。なぜなら、受験対策という小手先のものではなく、
実社会でグローバル人材として活躍するうえで必要なスキルだと分かったからです。　
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（左）TFG川本理事長 （右）イーオン三宅社長

ボランティア通訳ガイドのイメージ

日本滞在を楽しんでもらうガイドの役割
TFG川本理事長、イーオン三宅社長との対談から
【三宅】日本を訪れる外国人観光客が増えています。日本政府観光局の統計によると、東日本大震災が起きた2011

年は前年比約3割減の622万人でしたが、14年は1341万人になりました。初めて1000万人を超えた2013年
（1034万人）に続き、2年連続で最多を更新しています。まさに、「『おもてなし』の取り組み」や、「日本の
魅力をいかに伝えていくか」が、非常に重要になってきています。そのような中、観光ボランティアグルー
プ「TOKYO FREE GUIDE」（以下、TFG）は、訪日外国人旅行者を一人ひとりのニーズに合わせて案内
されています。今回は、TFGの理事長・川本佐奈恵さんに、お話をうかがいます。TFGの活動の狙いは何でしょ
うか。

【川本】ガイドを通じて日本の文化や日本に暮らす人々をより深く知ってもらう機会をつくり、外国人観光客に日本
滞在を最大限楽しんでもらう、というのが活動の目指すところです。

【三宅】何カ国語に対応していますか。また、年間何人くらいのゲスト（外国人観光客）を迎えていますか。どこ
の国からのゲストが多いのでしょうか。

【川本】  ガイドの対応言語は、英語、スペイン語、フランス語、イタリア語、韓国語、中国語などです。これまでに
87の国・地域からのゲストが TFG を利用してくださっています。TFGのサイトが英語なので、ゲストも英
語圏の人や英語の情報にアクセスできる人が多いです。昨年は9274件のリクエストをいただきました。家
族で訪日する際に利用していただくケースが多いです。

【三宅】ボランティアガイドの魅力はなんでしょうか。
【川本】いろいろな外国人との交流ができます。また、日本の良さを改めて気づく人が多いです。
【三宅】ガイドになるための試験があると聞きましたが、どのようなものですか。また、ガイドにはどのような資質

が求められますか。
【川本】採用試験は、語学力を測る筆記と会話のテスト、それに日本語による面接です。なかでも、私たちは面接を

最も重視しています。外国語の能力はもちろん必要なのですが、それよりもむしろ人柄が一番重要だと思っ
ていますので。やはり初めて会う人ともすぐに打ち解けて仲良くなれる、というようなフレンドリーさは、
ガイドに不可欠なものです。それから、空気が読める人が好ましい。相手が望んでいることをいち早く察して、
「これをしてあげたら相手は喜ぶだろうな」と気づくかどうか。ハートの温かい人が適任です。

【三宅】日本の文化や日本に暮らす人々をより深く知ってもらう、日本での滞在を最大限楽しんでもらう、という重
要な役割を担うのですから、ガイドはただ外国語ができればいいというわけではないのですね。

プレジデントオンラインにて好評連載中！ 『三宅義和・イーオン社長とゆかいな仲間たち』より抜粋

巻頭特集

外
国
人
観
光
客
が
日
本
を
好
き
に
な
る

「
お
も
て
な
し
」と
は
何
か
？

　

近
年
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
円
安
の
影
響
に
よ
り
、訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、政
府
が
推
進
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
を
目
的
と
し
た「
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」
施
策
な
ど
、
今
後
さ
ら
な
る
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
を
お
も
て
な
し
す
る
取
り
組
み
や
、
日
本
の
魅
力
を
伝
え
て
い

く
活
動
が
注
目
を
集
め
つつ
あ
り
ま
す
。
イ
ー
オ
ン
は
今
後
積
極
的
に
こ
う
し
た
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。



仲間がいるから、
がんばれる!

先生方に助けて頂き、英語力を向上させて行きたい。

小畑 博靖 様
（広島市立大学講師） 
緑井スカイステージ校
［広島県］

英
会
話
への
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

私
は
現
在
75
歳
で
、
イ
ー
オ
ン
に
通
っ
て
5
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
70
年
間
英
会
話
が
必
要
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
・
高
・
大
学
と
英
語
に
か
け
た
時
間
は
多
く
あ
っ
て
も
、
当
時
は

英
会
話
の
出
来
る
先
生
が
居
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
英
会
話
の
授
業

は
全
く
な
く
、
文
法
と
読
み
書
き
の
み
で
し
た
。
ま
た
、
体
育
会
系

で
あ
っ
た
私
は
、
大
学
の
英
会
話
サ
ー
ク
ル
に
は
見
向
き
も
せ
ず
、
女

子
が
入
る
も
の
だ
と
の
偏
見
が
、
今
の
私
に
大
き
な
ハン
デ
ィ
ー
に
な
る

と
は
20
歳
代
の
頃
に
は
全
く
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

63
歳
で
定
年
し
、
7
年
前
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
病
院
の
人
工
関

節
セ
ン
タ
ー
長
に
な
っ
て
、
初
め
て
海
外
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
し
た

時
、
英
会
話
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
は
英
文
原
稿
を

読
む
だ
け
で
す
が
、
質
疑
応
答
で
は
リ
ス
ニ
ン
グ
が
で
き
ず
、
答
え
も

主
語
、
動
詞
を
見
つ
け
る
英
作
文
を
頭
の
中
で
考
え
て
し
ま
い
即
答
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
英
会
話
が
必
要
と
感
じ
た
の
は
、

懇
親
会
で
隣
の
人
と
の
自
己
紹
介
や
会
話
の
際
の
何
と
も
言
え
な
い
無

言
の
時
間
で
し
た
。
本
当
に
悲
し
い
も
の
で
、
当
然
、
美
味
し
い
料
理

な
ど
全
く
味
わ
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
5
年
前
、
70
歳
の
時
、
恥
じ
ら
い
を
持
っ
て
イ
ー
オ
ン一宮

校
の
ド
ア
を
開
き
ま
し
た
。
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
不
安
を

払
拭
し
て
く
れ
た
の
が
、
５
年
間
担
当
し
て
く
れ
た
先
生
で
す
。
私
の

英
語
を
正
し
く
、
よ
り
洗
練
に
聞
こ
え
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
、

学
び
の
喜
び
が
毎
回
あ
り
ま
す
。
70
歳
の
手
習
い
で
、
ま
だ
幼
稚
園
レ

ベ
ル
の
英
会
話
力
、
い
ま
だ
小
学
生
ま
で
進
級
で
き
ず
、
先
生
に
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、〝
継
続
は
力
な
り
〞と
い
ま
だ
に
イ
ー

オ
ン
に
通
って
い
ま
す
。
今
後
は
イ
ー
オ
ン
で
培
っ
た
英
語
力
で
、「
正
座

が
出
来
る
人
工
膝
手
術
」
の
技
術
を
世
界
へ
発
信
し
、
認
知
度
を
高

め
て
い
け
た
ら
と
思
って
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ハ
ワ
イ
、
イ
タ
リ
ア
で
の
学

会
も
待
って
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
妻
と
海
外
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
る
の
で
、
英
語
力
を
発
揮
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

中根 邦雄 様
（総合大雄会病院
人工関節センター長） 
一宮校［愛知県］

英語を使ってステーキハウスで活躍しています。

田代 逸人 様
（ステーキハウススタッフ） 
鹿児島天文館校
［鹿児島県］

　昨年の８月末にオープンした自社牧場直営のステーキハウスで勤務しています。
　オープン当初から、少しずつ外国人のお客様も増えてきたのですが、コミュニケーションもうまく取れず、
片言の英語やスマホを使ってもオーダーを取るのに２0～３０分くらいかかっていました。それでもちょっとず
つですが、スムーズなやり取りや簡単な会話ができるようになり、そうなると「もっと会話できるようになりたい。
もっとお客様に満足してもらい、いい思い出を作って帰って欲しい」と思うようになってきました。そして、毎
年のように年初に思うことだったのですが、「今年こそは何か１つでも取り組んで達成しよう」と一念発起し、
英会話を学ぼうとイーオンに通うようになりました。
　少しずつですが、お客様の話していることも聞き取れるようになり、こちらからもレッスンで学んだフレーズ
を使って会話もできるようになってきました。また、英語のメニューブックも先生に教えてもらいながら作成し
たおかげで、英語の話せないスタッフでもオーダーはとれるようになり、お客様にも喜んでいただいています。
　これからも、もっと色んな会話をできるように勉強して、たくさんのお客様に日本での思い出を作ってもらい
たいと思います。

世界に
羽ばたけ!
イーオン生
たち!

　仕事（研究）で日常的に英語を使っています。研究で必要な最新情報が書かれた論文は多くの場合、
英語で書かれているため、日常的に英語を読む必要があります。また、研究成果を国際会議で発表す
るため、英語で論文を書く必要もあります。さらに、国際会議で研究発表する時には、英語でプレゼンし、
また、英語でディスカッションしますので、総合的な英語力が必要です。
　イーオンに通おうと思ったのは、同じ職場で通っている方からどんな雰囲気か聞き、興味を持ったこと
がきっかけです。イーオンに通い始めてからは、様 な々場面にちょうど良い会話表現について学べるだけ
でなく、海外の習慣や文化もレッスンの中で知ることができますので、このようなちょっとした知識が海外出
張の際に役立つこともあります。また、レッスンでは、色 な々職業や年代の方と一緒になることが多く、い
つも楽しんでいます。
　現在、通う前に比べて英語での日常会話で困ることはあまりありませんが、海外の人と英語でディスカッ
ションするときには、まだまだついていけない場面が良くあります。今後は、より早く言いたいことを的確に
英語で表現できるようイーオンの先生方に助けて頂きつつ英語力を向上していきたいと思います。

AEONMy  StyleMy  Style

世
界
と
の
架
け
橋
の

よ
う
な
存
在
に

な
り
た
い
。

　

私
は
メ
ー
カ
ー
で
海
外
営
業
職
と
し
て
働
い
て
お
り
、
お
客
様
は
東

南
ア
ジ
ア
地
域
の
人
達
で
す
。
メ
ー
ル
、
電
話
対
応
、
翻
訳
、
通
訳
、

海
外
輸
出
業
務
、
現
地
訪
問 

等
の
業
務
を
遂
行
し
、
意
思
疎
通
は

す
べ
て
英
語
で
行
い
ま
す
。
私
は
今
か
ら
約
4
年
前
、
会
社
の
教
育
訓

練
の一
環
と
し
て
イ
ー
オ
ン
に
通
い
始
め
、
教
育
訓
練
期
間
終
了
後
は

自
分
の
意
思
で
通
い
続
け
る
事
を
決
め
ま
し
た
。
飽
き
症
の
自
分
が
現

在
に
至
る
ま
で
通
い
続
け
る
事
が
で
き
た
の
は
、
イ
ー
オ
ン
の
先
生
方
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
意
識
の
高
い
他
の
生
徒
さ
ん
達
と
の
出
会
い
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
の
熱
意
は
授
業
を
通
し
て
伝
わ
っ
て

き
ま
す
し
、
内
容
も
濃
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
先
生
の
熱
意
に
応
え
る
べ
く
生
徒
さ
ん
た
ち
も
毎
回
し
っ
か
り
予

習
、
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
リ
サ
ー
チ
を
し
て
臨
ま
れ
ま
す
。
そ
ん
な
環

境
に
身
を
置
い
て
き
た
為
か
、
仕
事
に
お
い
て
英
語
で
困
る
こ
と
は
ほ

ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。
イ
ー
オ
ン
で
学
ん
だ
気
の
利
い
た
表
現
、
定
型

文
を
役
立
て
る
こ
と
で
メ
ー
ル
作
成
の
時
間
を
短
縮
で
き
、
相
手
の
こ

と
を
気
遣
っ
た
内
容
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大

き
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
海
外
出
張
に
お
け
る
通
訳
で
は
伝
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
情
報
、
意
見
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
伝
え
る
瞬
発
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
自
分
の
意
見
、
考
え
を
発
信
す
る
練
習
の
場

が
あ
る
こ
と
で
、
海
外
で
も
意
見
、
考
え
を
臆
せ
ず
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
打
合
せ
で
の
や
り
と
り
、
製
品
の
取
付
指
導
を
行
な
う

際
も
相
手
に
内
容
を
正
確
に
、
素
早
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
私
が
仕
事
を
し
な
が
ら
で
も
こ
こ
ま
で
通
学
し
続
け
ら

れ
た
の
は
、振
替
か
ら
授
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
ま
で
、ス
タ
ッフ
の
方
々

の
正
確
な
対
応
、
真
心
、
そ
し
て
笑
顔
に
助
け
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

今
後
の
私
の
英
語
学
習
に
お
け
る
目
標
は
4
つ
あ
り
ま
す
。
資
格

試
験
に
お
い
て
は
英
検
1
級
合
格
、
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
9
0
0
点

突
破
、
通
訳
案
内
士
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は

ど
の
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で
も
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。
ど
れ
も
決
し
て
易
し
く
な
い
目
標
で
す
が
、
達
成
す

べ
く
英
語
学
習
に
取
り
組
み
、
世
界
と
の
架
け
橋
の
よ
う
な
存
在
に
な

り
た
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ャッ
ジ
の

国
際
資
格
を

取
得
す
る
た
め
に
。

　

近
年
メ
デ
ィ
ア
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
最
終
選
考
に
も
残
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。
日
本
が
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
お
い
て
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
強
豪
国
で
あ
る
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
も
若
い
頃
は
選
手
と
し
て
頑
張
っ

て
い
た
時
代
も
あ
り
、
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在

は
国
内
の
主
要
大
会
に
ジ
ャッ
ジ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
国
と
し
て
、
世
界
団
体
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
訳
で

す
が
、日
本
に
は
「
国
際
」
の
資
格
を
持
っ
た
ジ
ャッ
ジ
が一人
も
い
な
い
の
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
競
技
団
体
と
し
て
、
世
界
団
体
内
で
の
日
本
の
発
言

力
向
上
の
為
、
国
際
資
格
取
得
の
打
診
が
あ
り
、
私
も
英
語
力
を
身
に
付

け
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

職
場
か
ら
近
い
場
所
で
英
会
話
を
と
探
し
、
公
共
駐
車
場
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
も
良
く
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰
囲
気
が
気
に
入
り
イ
ー
オ
ン
を
選
び
ま
し
た
。

英
語
の
レッ
ス
ン
と
い
う
と
、
中
学
・
高
校
時
代
に
授
業
で
習
っ
た
の
が
最
後
で

す
が
、「
退
屈
で
つ
ま
ら
な
い
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
苦
手
で
し
た
が
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
若
い
人
が
多
く
毎
回
解
り
や
す
い
レ
ッ
ス
ン
で
、
楽
し
く
続
け

さ
せ
て
も
ら
って
い
ま
す
。

　

選
手
時
代
は
毎
年
海
外
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
人
の
仲
間
と
行
動

し
て
い
た
の
で
、
殆
ど
英
語
を
使
う
必
要
が
無
く
全
く
話
せ
な
い
ま
ま
現
在

に
至
って
い
ま
す
。
今
思
え
ば
、も
っ
と
早
く
に
英
会
話
を
始
め
て
い
た
ら
、き
っ

と
自
分
の
世
界
は
ず
っ
と
広
が
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャッ
ジ
の
試
験
は
、
年
末
マ
レ
ー
シ
ア
で
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ル
ー
ル
に
関
し
て
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
試
験
は
大
丈
夫
な
は
ず

で
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
ど
こ
ま
で
伸
び
る
か
が
鍵
と
な
り
そ
う
で
す
。

ジ
ャッ
ジ
資
格
を
取
得
し
た
暁
に
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
世
界
選
手
権
な
ど
の

世
界
大
会
を
取
り
仕
切
る
事
が
可
能
な
立
場
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は

2
0
1
6
年
春
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
こ
が
活
躍
の
場
と
な
る
予
定
で
す
。
そ
れ
か
ら
、2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピッ

ク
。
実
は
ま
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
正
式
種
目
に
な
る
可
能
性
は
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
の
ス
テ
ー
ジ
に
自
分
も
立
つ
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

佐藤 豊 様（会社員） 
アトレ川越校［埼玉県］

中川 景太 様
（会社員） 
京都駅前校［京都府］

「日本の良さ」を海外の人に英語で伝えたい！

松井 佐恵子 様
（ショップスタッフ） 
有楽町イトシア校
［東京都］

　私はアトレ恵比寿のジョリエールというショップで働いています。
　土地柄、日本に住んでいる外国人やツーリストが多く、お客様だけでなく駅や道で話をする機会があります。
英語で話せるようになりたくて中途半端な自己学習は気が向いたときにしていましたが、結果も中途半端でし
た。東京オリンピック招致が決まった時に、国立競技場が近い職場ということもありますが、オリンピックだけ
でなく、日本に来てくれる外国人に日本の良さ、さすが日本！と言われるおもてなしを伝えたい、外国人の役
に立ちたいと本気で思い、イーオンに行きました。伺った時に担当の方がとても丁寧に案内してくださったのと、
先生皆様のアットホームな雰囲気に惹かれ、イーオンに通う決意をしました。外国人のお客様がよく来て下さ
るのですが、今まではカタコトで話せるスタッフに任せてしまっていた接客も、通い始めて自分から積極的に
話しかけられるようになりました。以前接客対応をした外国人のお客様が１年後にいらっしゃり、私の事を覚
えていてくれて「英語上達したね！」と言ってくださった時は嬉しかったです。また、英語圏ではありませんが、
出張を兼ねてパリに年に一度行きます。今年の３月に訪れた際、通って１年と少しでまだ完璧な会話ではあ
りませんでしたが、現地の方とのコミュニケーションが多くとれ、旅の想い出もさらに深いものになりました。
　イーオンでは仕事のことや飼っている猫達のことまで、いろいろな話や相談ができます。時々開催される
パーティーでは、異なるクラスの生徒の皆様と出会えて刺激になります。皆様を目標に常に頑張っています。



ハイスコアコンテスト

1位

◆第28回TOEICテストコンテストの結果発表は2015年10月予定です。  ◆第29回の受付は終了いたしました。
◆第30回TOEICテストコンテストの受付は2016年2月の予定です。 スクールよりご案内させていただきます。

900点以上 全国1位
〈900点以上で上位3名はプラス10,000円〉

TOEIC®テストコンテストとは？
ハイスコアコンテスト

850点以上900点未満 全国2位
全国3位

30,000円相当〈1名様〉
20,000円相当〈1名様〉
10,000円相当〈1名様〉800点以上850点未満

10,000円相当

5,000円相当
3,000円相当

全国のイーオン共通で実施している、TOEICテストのスコアを競うコンテストです。入賞者には奨学金とし
て下記金額相当の商品券をプレゼントしています。詳しくはお通いのスクールスタッフにお尋ね下さい。

TOEICテスト800点以上を目指します！

※上位100名様までを上記の通り表彰します。

のびのびコンテスト 1回目と2回目のスコアの、のび幅を競います！

※上記含め上位30名様を表彰

TOEIC is a registered trademark of Educational Testing Service（ETS）. 
This publication is not endorsed or approved by ETS.

　英語はもともと好きで、得意教科でした。大学院でマスターを取った後、英語の翻訳をしてみ
たいと思い、それなら英語の力をもっと付ける必要があると思ったのが英会話を始めるきっかけで
した。TOEICテストはイーオンに入学する前から興味はありましたが、一度も受験したことはあり
ませんでした。イーオンで『のびのびコンテスト・ハイスコアコンテスト』があるのを知り、自分が
どのくらいか試してみたかったのと、頑張れば奨学金がもらえるかもと思い、初めて挑戦しました。
　TOEICテストに向けての勉強方法は主に【①公式問題集を解く②イーオンの予習・復習をしっ
かりやる③英語を聞く機会を増やす】の３つです。イーオンに入学した時はラウンドアップレッスン
のGet Setからスタートしましたが、レッスンのテキストで文法を再確認し、構文練習帳は繰り返し
やり、CDも何度も聞くようにしました。公式問題集以外の勉強はほぼイーオンの予習・復習がメ
インでしたが、繰り返しやることでTOEICテストのスコアアップにつながっていったと思います。
　800点くらいで一度伸び悩みましたが、公式問題集を解く回数を増やしたくらいで、基本的に
は勉強方法は変えず、とにかく続けてやることが大切だと思いました。あとは英語の曲をウォーク
マンに入れて通勤時間に聞いていました。音楽でもニュースでもいいですが、自分の関心がある
ことで英語に触れていくといいと思います。もし本を読むのが好きな方は洋書に挑戦するのもいい
と思います。
　今はAspireのクラスを受講中です。今後はＴＯＥＦＬやIELTSにも挑戦してみたいと思っていま
す。一番の目標は英語圏の大学で教員になることなので、これからも英語の勉強を続けていきた
いと思っています。

とにかく続けてやることが大切！！

　TOEICテストを受けようと思ったきっかけは、先生からの声かけでした。自分のレベルの確認
がしてみたかったこともあり、受け始めたのですが、最初はなかなか思うように点数は取れません
でした。TOEICテストのクラスでは、問題を解くための要点だったり、実際のテストを意識した時
間の取り方、かけ方など、授業を受けなければ分からなかったことがいくつもありました。初めて
聞くことが多い分、授業で理解できなかったこともいくつもあり、イーオンに残って、同じクラスを取っ
ているクラスメイトと空いている部屋で、お互いに教えあったりしていました。それでも解決しない
時にはロビーなどで先生にもう一度質問し、再度丁寧に教えていただきました。
　時には、クラスメイトと休みの日に落ち着いた雰囲気の喫茶店などで待ち合わせをして、お互
いに授業中に聞きもれしたことがないか確認したり、予習をしたりすることもありました。飲み物や
ケーキを注文しながら、張り詰めすぎない雰囲気の中での勉強でした。良いクラスメイトや先生
方に恵まれて、良い刺激を得られたと思います。それらのことが、今回の良い結果に繋がったの
ではないでしょうか。
　米子校では、気兼ねなく質問でき、相談できます。雰囲気の良い温かい場所です。ロビーで
は皆、気兼ねなく話の輪に入り、笑顔が見られます。ロビーにはほぼ毎日のようにきれいな花が
飾られます。さりげない日常風景に思えますが、おそらく先生方やカウンセラーの方がその雰囲
気になるように努力されてのことと思います。こういう文章を書いたりするのは苦手なのであまり引
き受けない方なのですが、今回は米子校に感謝を込めて書かせていただきました。

クラスメイトと楽しくレッスン！

590点⇒805点

960点

濱 英理香 様
（会社員） 
日吉東急アベニュー校
［神奈川県］

8位
のびのびコンテスト

215点UP

言
語
習
得
に
必
要
な
の
は
続
け
る
こ
と
。

　

イ
ー
オ
ン
に
通
い
始
め
て
12
年
が
経
ち
、
今
回
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
の
自
己
ベ
ス
ト

ス
コ
ア
を
更
新
で
き
、心
の
底
か
ら
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。
今
ま
で
、

T
O
E
I
C
テ
ス
ト
の
た
め
に
行
って
き
た
勉
強
方
法
は
、
ま
ず
公
式
問
題
集
を
答

え
が
パッ
と
分
か
る
ま
で
何
度
も
解
き
、
リ
ス
ニ
ン
グ
は
、
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
を
見
て

音
読
、
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
問
題
文
や
パッ
セ
ー
ジ
を
何
度
も
音
読

し
ま
し
た
。

　
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、「
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
を
実
際
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
」
を
目
標
に
勉
強
し
ま
し
た
。
通
勤
時
間
を
英
語
学
習
に
充
て
、
英
語
ニュ
ー
ス

を
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
、
イ
ー
オ
ン
の
予
習
・
復
習
を
し
て
い
ま
す
。
家
で
は
家
事

を
し
な
が
ら
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
、
お
風
呂
で
音
読
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
な
が
ら
セ
リ

フ
を
英
訳
な
ど
、
少
し
の
時
間
で
も
毎
日
楽
し
み
な
が
ら
続
け
る
こ
と
を
心
掛
け
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
イ
ー
オ
ン
に
通
い
、
英
語
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
先
生
、

一緒
に
勉
強
す
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
い
る
こ
と
が一番
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ー
オ
ン
で
は
先
生
が
改
善
す
べ
き
点
を
理
解
し
フ
ォ
ロ
ー
し
て
下
さ
る
の
で
、
と

て
も
心
強
い
で
す
。
数
年
前
か
ら
「
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
９
０
０
点
を
取
る
」
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
達
成
で
き
ず
に
い
た
時
、
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
に
前
向
き
な
言
葉
を
か
け
て
頂
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
分
目
標
を
達
成
し
た
と
き
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
、
み
な
さ
ん
に
も
喜
ん
で
頂

き
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
言
語
習
得
に
必
要
な
の
は
「
続
け
る
事
」
の一言
に
尽

き
る
と
思
い
ま
す
。
気
分
が
優
れ
な
い
日
も
、忙
し
く
て
予
習
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
日
も
、

「
ま
ず
イ
ー
オ
ン
に
行
く
！
」
こ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
上
達
の
鍵
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
先
生
・ス
タ
ッフ・ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ
ツ
楽
し
み
な
が
ら
英
語
学
習
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
って
い
ま
す
。

TOEIC® テスト
コンテスト入賞者の声Contest

TOEIC®テストの高得点を取得した方や点数が伸びた方をピックアップ!

第27回TOEIC® テスト

ハイスコアコンテスト

2位 950点

田口 敬也 様
（会社員） 
志木校［埼玉県］

ハイスコア
コンテスト

のびのび
コンテスト

立津 良 様
（会社員） 
生駒校［奈良県］

385点⇒610点

5位
のびのびコンテスト

225点UP

河津 美里 様
（会社員） 
米子校［鳥取県］

　

昨
年
の
５
月
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
初
め
て
受
験
し
た
T
O
E
I
C
テ
ス

ト
は
５
９
０
点
（
L:

2
9
5
点
、
R:

2
9
5
点
）
で
し
た
。
英
単
語
や
文
法
は

高
校
内
容
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る一定
の
自
信
は
あ
っ
た
も
の
の
、
点
数
を
伸
ば
す
為

に
は
そ
れ
に
特
化
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

T
O
E
I
C
テ
ス
ト
対
策
講
座
を
受
講
し
始
め
て
い
た
事
も
あ
り
、
そ
の
予
習
復

習
と
担
当
教
師
か
ら
の
定
期
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
中
心
に
、
そ
う
長
く
な
い
期
間
で

８
０
０
点
に
到
達
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ス
ト
も
ま
た
モ
チ

ベ
ー
シ
ョン
維
持
に
と
って
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

学
習
は
主
に
授
業
の
テ
キ
ス
ト
と
公
式
問
題
集
、
文
法
書
の
フ
ォ
レ
ス
ト
で
行
い
ま

し
た
。
と
り
わ
け
リ
ス
ニ
ン
グ
セ
ク
シ
ョン
は
問
題
への
慣
れ
で
か
な
り
点
数
が
上
が
り

ま
し
た
。
加
え
て
、
教
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
テ
キ
ス
ト
各
Un
i
t
の
冒
頭
に

あ
る
E
s
s
a
y
を
ほ
ぼ
覚
え
て
し
ま
う
位
何
度
も
音
読
し
、
付
属
の
C
D
を
使
っ

て
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョン
な
ど
も
出
来
る
だ
け
真
似
を
し
て
発
音
す
る
練
習
を
し
ま
し

た
。
そ
の
英
文
に
は
頻
出
単
語
や
表
現
が
や
や
短
め
の
文
に
効
率
よ
く
組
み
込
ま
れ

て
い
る
為
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
P
a
r
t
５
〜
７
対
策
と
し
て
も
か
な
り
役
立
っ

た
と
思
い
ま
す
。
C
D
の
話
す
ス
ピ
ー
ド
は
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
本
番
の
も
の
よ
り

も
や
や
遅
め
な
の
で
、
慣
れ
て
か
ら
は
１.５
倍
速
で
何
度
も
聴
い
て
耳
を
鍛
え
ま
し
た
。

同
じ
方
法
を
公
式
問
題
集
で
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
１.５
倍
速
特
訓
は
本
番
で
の
余
裕

を
生
む
為
、
本
当
に
お
勧
め
で
す
。
ス
ク
リ
プ
ト
を
完
全
に
把
握
し
た
文
に
対
し
て

行
う
の
が
最
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
途
中
か
ら
は
朝
日
新
聞
出
版
の
特
急
シ
リ
ー
ズ
で
単
語
集
と
文
法
問
題

集
の
電
子
書
籍
版
を
各
１
冊
ず
つ
購
入
し
、
ス
キ
マ
時
間
に
何
度
も
目
を
通
し
ほ
ぼ

覚
え
切
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
手
を
広
げ
過
ぎ
ず
、
こ
れ
と
決
め
た
本
を
と
こ
と
ん

ま
で
突
き
詰
め
る
事
こ
そ
が
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
の
鍵
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

突
き
詰
め
る
事
こ
そ
が
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
の
鍵
。


